
 

 
 

 

                          

                           

            

山
本
文
雄(

７
期)

 

現
世
代
を
担

う
幹
部
の
成
長
を
願
い
、
今
で
は

あ
ま
り
あ
れ
こ
れ
言
わ
ず
目
付
役

の
立
場
。 

山
本
芳
男(

７
期)

 

温
厚
実
直
、

立
場
を
心
得
マ
イ
ペ
ー
ス
。
屋
敷

議
員
夫
人
と
は
い
と
こ
関
係
。 

関
孝
治(

７
期)

 

自
由
奔
放
。
歯

に
衣
を
着
せ
ぬ
発
言
に
は
定
評
が

あ
り
、
決
断
が
早
い
。
後
輩
党
役

員
へ
の
理
解
と
気
配
り
が
あ
る
。 

石
川
与
三
吉(

５
期)

 

敦
賀
原
発

１
・
２
号
機
再
稼
働
、
３
・
４
号

機
の
増
設
、
高
速
増
殖
炉
「
も
ん

じ
ゅ
」
と
敦
賀
港
、
北
陸
新
幹
線 

            

開
通
に
そ
な
え
た
敦
賀
駅
の
問
題

な
ど
を
抱
え
る
敦
賀
市
の
県
政
へ

の
代
弁
者
と
し
て
バ
リ
バ
リ
の
現

役
で
孤
軍
奮
闘
。 

屋
敷
勇(

５
期)

 

高
規
格
道
路
の

委
員
長
で
あ
る
が
、
昨
年
の
一
般

質
問
で
何
を
ど
う
言
っ
て
い
る
の

か
分
か
ら
な
い
質
問
に
理
事
者
も

困
惑
し
た
よ
う
で
、
頭
が
体
調
不

良
か
。
前
期
よ
り
こ
こ
５
年
間
は

昔
と
違
い
政
治
的
弱
者
に
は
居
留

守
も
多
く
連
絡
も
つ
け
ず
目
を
向

け
な
い
。
山
崎
参
院
議
員
、
西
川

知
事
な
ど
権
力
者
の
味
方
で
、
自

ら
が
経
営
す
る
老
健
施
設
の
こ
と

戦
前
、
戦
中
生
ま
れ
の
ほ
と
ん
ど
の
県
民
が
経
済
は
ゆ
っ
く
り

と
停
滞
し
、
こ
の
ま
ま
対
策
を
打
た
な
い
と
、
こ
の
国
は
遅
く

と
も
10
年
先
ま
で
に
は
財
政
が
破
た
ん
す
る
と
認
識
し
財
蓄

に
励
む
。
県
債
残
高
８
８
０
９
億
円(

年
間
支
払
い
利
子
約
１

６
０
億
円)
の
う
ち
、
２
４
７
１
億
円
は
臨
時
財
政
対
策
債
「
国

が
30
年
の
分
割
払
い
で
元
本
と
金
利
を
借
金
し
て
お
い
て
」

が
あ
り
、
13
年
後
完
成
の
新
幹
線
は
県
費
負
担
も
20
～
30
年

払
い
。
借
金
残
高
約
５
０
０
億
円
の
農
林
水
産
支
援
セ
ン
タ

ー
、
有
利
子
約
２
億
円
。
贅
沢
施
設
、
県
立
音
楽
堂
、
年
間
３

億
円
を
超
え
る
補
助
を
受
け
Ｐ
Ｒ
、
理
事
役
員
の
政
治
献
金
。

国
と
同
様
、
県
民
に
は
目
の
通
り
に
く
い
特
別
会
計
の
も
と
で

10
数
件
以
上
の
外
郭
団
体
、
公
益
法
人
へ
の
補
助
金
と
一
般

会
計
か
ら
の
持
ち
出
し
と
口
利
き
も
あ
る
不
透
明
な
団
体
の

職
員
の
採
用
。
将
来
を
見
据
え
た
危
機
管
理
を
、
原
発
以
上
に

怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
子
や
孫
に
負
担
を
先
送
り
せ
ず
、
高
額

基
金
と
出
資
金
の
没
収
、
受
益
者
負
担
の
原
則
な
ど
、
あ
と
30

年
現
役
世
代
の
議
員
各
位
は
活
発
な
議
論
を
期
待
す
る
。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

<

文
責･

稲
井
捨
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し
か
考
え
て
い
な
い
様
子
。
選
挙

に
勝
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
昨
年
出

馬
し
た
の
か
解
ら
な
い
。 

前
田
康
博(

５
期)

 

自
民
党
県
政

会
会
長
と
し
て
先
輩
議
員
３
名
の

信
望
も
あ
り
、
山
岸
幹
事
長
と
共

に
原
発
再
稼
働
、
農
政(

Ｔ
Ｐ
Ｐ)

、

景
気
対
策
な
ど
課
題
が
多
い
中
で

の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
。 

山
岸
猛
夫(

４
期)

 

幹
事
長
と
し

て
会
長
を
補
佐
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
あ
っ
た
小
泉
氏
な
き
あ
と
、

後
輩
議
員
の
指
導
と
育
成
、
監
督

的
役
割
を
担
う
。
地
元
で
の
支
持

基
盤
も
盤
石
。 

中
川
平
一(

４
期)

 

間
違
い
を
起

こ
さ
ず
、
安
全
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

議
員
。 

田
中
敏
幸(

４
期)

 

な
ぜ
か
遅
咲

き
の
議
長
で
あ
る
が
、
よ
く
学
ん

で
知
識
は
豊
富
。
地
元
で
は
有
権

者
に
絶
対
的
人
気
が
あ
り
４
期
連

続
上
位
当
選
。
人
を
押
し
の
け
て

ま
で
自
分
は
前
面
に
出
な
い
タ
イ

プ
。 

斉
藤
新
緑(

４
期)

 

人
間
が
難
し

い
。
聞
か
ん
こ
と
は
聞
か
ん
頑
固 

                

者
。
他
人
が
い
い
こ
と
を
す
る
と
、

自
分
が
寂
し
い
の
で
ひ
っ
か
き
回

し
、
邪
魔
を
す
る
。 

吉
田
伊
三
郎(

３
期)

 
美
浜
、
若

狭
町
切
っ
て
の
政
治
を
任
せ
ら
れ

る
人
物
。
決
断
力
、
判
断
力
、
説

得
力
の
３
拍
子
整
い
、
県
幹
部
や

議
会
内
で
の
信
望
も
厚
く
、
目
標

を
し
っ
か
り
定
め
て
チ
ー
ム
を
作

れ
る
人
。 

松
井
拓
夫(

３
期) 

県
内
で
最
も 

                

人
間
関
係
を
重
視
す
る
武
生
、
勝

山
市
。
そ
の
勝
山
市
の
厳
し
い
地

盤
の
下
で
、
市
議
会
を
ば
ね
に
県

議
選
で
２
回
の
激
戦
を
勝
ち
抜
き
、

修
羅
場
を
く
ぐ
り
一
段
と
成
長
。

筋
を
通
す
所
は
通
す
。 

松
田
泰
典(

３
期)

 

先
輩
議
員
の

「
３
期
生
の
中
で
も
松
田
議
員
を

し
っ
か
り
教
育
し
て
あ
げ
て
」
の

言
葉
通
り
、
強
い
行
動
力
と
発
言

力
が
望
ま
れ
る
。 

                

谷
出
晴
彦(

３
期)

 

地
元
は
さ
ら

な
る
経
済
と
商
業
の
活
性
化
に
向

け
、
大
都
市
関
西
、
中
京
圏
と
ア

ジ
ア
の
裏
玄
関
口
と
し
て
の
政
治

的
役
割
が
問
わ
れ
る
な
か
で
、
心
、

技
は
あ
っ
て
も
、
体
調
が
万
全
で

な
く
行
動
力
に
は
難
あ
り
。 

笹
岡
一
彦(

３
期)

 

自
己
理
想
は

高
く
、
意
志
が
固
い
。
世
間
ず
れ

し
て
い
な
い
が
政
治
家
と
し
て
の

ブ
レ
は
な
い
。
今
期
中
に
議
長
か
。 

松井 拓夫氏 

前田 康博氏 石川与三吉氏

山岸 猛夫氏

山本 文雄氏山本 芳男氏関 孝治氏

屋敷 勇氏

中川 平一氏田中 敏幸氏

斉藤 新緑氏吉田伊三郎氏



 

 
 

田
村
康
夫(

３
期)

 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
幾
多
の
発
信
は
し
て
い

る
が
、
議
会
人
と
し
て
の
技
量
は

今
ひ
と
つ
。
平
日
、
昼
間
の
ゴ
ル

フ
、
夜
の
片
町
通
い
が
気
に
な
る
。 

仲
倉
典
克(
３
期)

 

地
元
選
挙
区

で
５
人
中
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
、

県
政
会
中
最
も
若
い
が
、
自
民
党

県
連
政
調
会
長
を
務
め
、
行
動
力
、

判
断
力
に
定
評
あ
り
。
将
来
の
福

井
県
を
担
う
大
器
。 

笠
松
泰
夫(

２
期) 

県
政
会
24
名

の
中
で
唯
一
県
幹
部
出
身
な
だ
け

に
、
行
政
全
般
に
精
通
し
て
い
る

力
を
会
派
内
に
伝
達
す
る
こ
と
が

議
会
全
体
の
強
力
な
活
性
化
の
た

め
に
も
必
要
。 

大
久
保
衛(

２
期)

 

地
域
活
動
家

に
し
て
は
地
元
全
体
に
今
ひ
と
つ

人
気
が
薄
い
が
、
議
会
内
で
の
悪

評
は
あ
ま
り
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

小
誌
に
は
会
話
も
な
く
縁
が
な
い

の
で
性
格
、
政
治
力
は
判
断
し
か

ね
る
。 

大
森
哲
男(

２
期)

 

屋
敷
、
山
本

芳
、
前
田
氏
の
後
継
者
と
し
て
谷

口
氏
辞
職
の
あ
と
県
都
福
井
を
背 

負
え
る
今
後
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

社
会
経
験
を
活
か
し
、
し
っ
か
り

と
目
的
を
定
め
た
行
動
を
望
む
。 

鈴
木
宏
紀(

２
期)

 

町
議
会
も
経

験
し
、
議
会
人
と
し
て
の
知
識
は

豊
富
、
議
会
で
の
一
般
質
問
、
予

特
な
ど
で
の
発
言
は
解
り
易
い
。

今
は
や
や
控
え
め
で
あ
る
が
、
地

元
支
持
者
の
期
待
は
大
き
く
、
次

世
代
の
大
器
。 

田
中
宏
典(

２
期) 

役
場
職
員
、 

                

町
議
会
を
経
験
し
、
い
ろ
ん
な
こ

と
が
あ
っ
た
と
地
元
で
聞
く
が
、

永
ら
く
大
飯
郡
の
県
議
選
は
見
城

氏
、
一
瀬
氏
と
無
投
票
当
選
が
続

い
て
い
た
。
最
初
の
補
選
で
高
浜

議
長
、
直
後
に
お
お
い
町
議
長
と

争
い
、
２
度
の
激
戦
で
信
任
を
得

て
大
き
く
成
長
。
町
民
の
約
７
割

を
占
め
る
原
発
に
関
わ
る
生
活
者

の
立
場
に
立
っ
て
地
元
町
議
会
の

意
見
を
吸
収
し
県
議
会
で
し
っ
か 

                

り
し
た
地
元
意
見
を
発
言
し
、
会

派
内
で
も
ま
じ
め
で
人
柄
も
よ
い

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

小
寺
惣
吉(

１
期)

 

農
業
問
題
に

精
通
し
、
会
派
内
に
も
協
力
的
で

ま
じ
め
。 

島
田
欽
一(

１
期)

 

町
議
会
経
験

も
あ
り
よ
く
心
得
て
発
言
し
、
会

派
内
で
は
折
り
目
正
し
く
、
行
動

力
も
あ
る
。 

                 

笹岡 一彦氏 谷出 晴彦氏 

大久保 衛氏鈴木 宏紀氏 

松田 泰典氏

田村 康夫氏仲倉 典克氏 笠松 泰夫氏 

大森 哲男氏 

田中 宏典氏小寺 惣吉氏 島田 欽一氏 

自民党県政会 24 名の本誌評価 


